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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【アサーティブなコミュニケーション】

・自分のことを大切に考えるが、相手の納得理解のもとに協働ができる。
・他者の権利を侵さない限りで、自分の権利のために立ち上がる。
・自分のことを考えるが、他者をも配慮するやり方。
・自分の行動や選択、人生に対して自分が責任を負っていることを自覚していて、周りの人からの評価に頼らずに生きて行ける。

・ひとりで何もかもするのではなく、必要に応じて人に頼める。
・自分を主張したうえで相手との食い違いについて話し合う心の準備がある。
・自分の感情に耳を傾けることができ、自分の長所と短所のどちらも受け入れられる。
・自分の中にしっかりと根を下ろしていて、自分をあるがままに受け入れられる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
DESC話法には次のような方法もあります。

Describe　　状況を客観的に描写する
	状況や相手の行動を描写する
	具体的で客観的に表現できることを述べる
	相手の意図や気持ちなどは含めない
Explain　　自分の気持ちを説明する
	Dに対する自分の主観的な気持ちを述べる
	感情的にならず、正確に、建設的に表現する
Specify　　提案をする
	相手に臨む行動・解決案・妥協案などを提案する
	具体的で現実的な小さな行動を明確に述べる
Choose　　代案を述べる・選択する
	相手の反応がYesとNoのそれぞれの場合に対して、次にどうするか選択肢を表示する

※海外ではこの話法が用いられるようです。
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